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みんなでビジョンの実現状況を確かめよう

ーフォローアップ指標ー
地域ビジョン4つの“夢”に沿った34項目で、ビジョンの進捗状況をチェックします。住民のみなさんに地域課題や生活の実感等を尋ね

る「兵庫の豊かさ指標」県民意識調査の結果などを活用。実感（主観）を重視した指標です。
これまで、多くの項目で前年度を上回ったこともあり、今回の調査では、全体の約２／３の項目が下降しました。
中播磨地域の特徴は、昨年度から下降した項目もありますが「観光などの訪問客が増えている」、「自慢したい地域の「宝」がある」、「優れた製品・技
術・ブランド力を持った企業がある」の元気交流中播磨の３項目が、県下で１番です。

ビジョンを実現する地域の力を
測る「ものさし」です。
みんなで一緒に点検・
評価していきましょう。

４つの“夢” 県民意識調査等指標群（主な項目） H２９ 前年と
の比較

希望が育つ中播磨
子供が元気に育つ、
つながりのある地域

安全安心中播磨
みんなが安心して
暮らせる地域

自然豊かな中播磨
自然環境の営みを
大切にする地域

元気交流中播磨
にぎわいと交流の
元気な地域

住んでいる地域は子育てがしやすいと思う人の割合
住んでいる地域の子どもは伸び伸びと育っていると思う人の割合
住んでいる地域で、異なる世代の人とつきあいがある人の割合
目的をもって学んでいるものがある人の割合
異なる世代の人が集える地域交流の場がたくさんあると思う人の割合
住んでいる地域は高齢者にも暮らしやすいと思う人の割合
かかりつけの医者がいる人の割合
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ごみの分別やリサイクルに取り組んでいる人の割合
製品を購入する際に、環境に配慮したものを選んでいる人の割合
住んでいる市・町では、自然の生き物（動物・植物）とふれあう機会があると思う人の割合
地元や県内でとれた農林水産物を買っている人の割合
住んでいる市・町に観光などの訪問客が増えていると思う人の割合
自慢したい地域の「宝」（風景や産物、文化など）があると思う人の割合
銀の馬車道など地域の資源を大切にし、歴史や文化を子どもたちに伝える取組に
参加したいと思う人の割合
優れた製品・技術・ブランド力を持った企業があることを知っている人の割合
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子どもにとって魅力ある街づくりの仕掛けを考えることが人財の定着につながり、まちの賑わ
い創出につながるとの考えのもと、勉強会やアンケート調査を実施・分析の上、イベントを実施
しました。

２年間で児童虐待、里親についての勉強会を経て、子ども達の遊び施設の親子人気度アンケート
「あそび満足施設アンケート」を実施し、調査結果を踏まえ「子どものゆめイベント」を人気施設
１位に輝いた『姫路市立動物園』で開催しました。地域だけでなく観光客の家族連れなど多数の
方々に参加していただき、笑顔あふれるクリスマス夢イベントになりました。

希望が育つ中播磨部会（愛称：キッズ・ドリーム）希望が育つ中播磨部会（愛称：キッズ・ドリーム）

○ 「クリスマス 子どものゆめイベント」を開催（姫路市立動物園と共催）

　イベントの開催もあり、動物園の来場者数は、
昨年の同時期と比べて倍増しました。
　現存する施設との連携イベントが、成功した
形といえる。継続して実施していくことが望まし
く、地域（まち）の賑わいづくりに貢献できた。

平成29年度の主な活動

○ 中播磨地域活動交流メッセ「いきもの  つくり」ブースを出展
○ 児童虐待の現状・里親制度についての勉強会
　 「子どもを守る勉強会」の開催
○ 「ひめじおんまつり」にボランティアとして参加、併せて「あそび満足
　 施設アンケート」を実施

平成28年度の主な活動

あそび満足施設アンケート結果

岸田部会長 2年間の感想

遊びながら中播磨地域の魅力を知ることができるツールとして、あらゆる世代が一緒
に遊べる「中播磨地域資源かるた」を作成しました！

ビジョン委員会総会において、中播磨の「地域資源」を織り込んだ“いろはかるた”の読み句を考
えるグループワークを行い、とてもおもしろい句が集まりました。そこで、かるたの完成を目指して
ビジョン委員６名で構成する「かるた選定委員」が、読み句の選定や解説
を作成。絵札は、絵を描くイベントを開催し59名の親子と関係者の協力
を得て完成しました。

このかるたは、中播磨地域にある公民館など市民が集う場に配布を予
定しているほか、Facebookページ「Hari Maga 中播磨地域ビジョン
委員会」からダウンロードしてご利用いただくことが可能です。

１１月５日（日）兵庫県立ものづくり大学講堂で、「中播磨地域夢会議（テーマ：いま 君が ふるさと中播磨の未来を語
ろう）」を開催し、中播磨地域ビジョン委員や住民など96名が参加しました。

第1部では、地域で活動している若者の事例として、「県立大学学生団体ＤＥＮ（デン）」が、子どもたちに食事の楽
しさを伝えようと実施している「おにぎりひろば」の取り組みを、「Ｒｅ．Ａｃｔ（リ アクト）」が、高齢者がいきいきと暮ら
すまちづくりを目指して「ひめっこ体操」を広める活動について発表しました。

第２部では、１０のグループに分かれて、2030年頃の中播磨の未来について話し合いました。高齢者と若者が交流
する場が無いので作っていきたいなど、コミュニティの大切さが、各班に共通した意見でした。

皆さんの意見を聞き、しっかりと10年後の中播磨の未来を見据えて地域から元気づくりの活動を広げていくこと
が必要と感じました。

○柏木委員長
今期のビジョン委員

の活動にかかわってく
ださったみなさま、本当
にありがとうございま
した 。楽しみ ながら活
動ができ、あっという間
の 2 年 間 でした 。部 会
長・グループリーダーを中心に委員のみなさ
んが力を発揮し、今期も多くの特徴的な活
動が実施できました。それぞれの部会・グ
ループの活動報告をぜひご覧ください。さ
らに、日本遺産で繋がる但馬夢テーブル委
員会との交流を活発におこなったり、中播磨
の魅力を詰め込んだ「中播磨地域資源かる
た」を制作したりと、全体での活動にも力を
入れて取り組みました。Facebookにて情
報を発信・蓄積していますので、ご興味のあ
る方はご覧いただけたらと思います。

○貫名副委員長
主に安全安心部会に所属して、地域の防災、福祉につい

て活動してきました。中播磨の各地域から参加された様々
な年代や経歴の方々と共に学び、地域づくりについてのビ
ジョン活動は、私の大切な経験となっています。活動を通じ
て多くの知己を得、楽しく充実した時を過ごしてきました。
特に感じたのは、県の将来の施策（夢、ビジョン）に私たち
も参加できるということでした。県職員と一体となって取
り組む姿勢に充実感を覚えました。これからは、この経験を
生かして、地域活動にお役に立てるようにしていきます。

第８期役員の感想

中播磨地域資源かるた

平成２９年度 中播磨地域夢会議を開催

QRコードからご覧になれます

日　時：平成29年12月３日(日)12:00～15:00
場　所：姫路市立動物園（姫子（ゾウ）前スペース）
スタッフ：ビジョン委員、咲夢麗衣や日ノ本短大の学生も参加
来場者：クリスマスコンサート 約210名、折り紙 約150名
 絵本読みきかせ 約60名

クリスマスコンサート

サンタと一緒に動物ガイド
（えさやり）

折り紙サンタ

人気のある施設 満足度(子どもが安心して遊べる) 夢ある子ども達への
イベント会場として

「姫路市立動物園」に決定！

“ひめじおんまつり”に参加

第1位 姫路市立動物園
 姫路城　　　　
第3位 姫路市立水族館

第1位　姫路市立動物園　　　
第2位　姫路市立水族館
第3位　姫路城

○木多見副委員長
ビジョン委員となって11年、部会長、副委員長、委員長と

歴任してきて、今期で最後の委員活動は副委員長として当
委員会の運営に関わることとなりました。若い柏木委員長
を補佐できたかいささか疑問ではありますが自分自身のビ
ジョン委員通算11年の締めくくりとしては悔いがなかった
と自信を持って言えます。次期は一歩距離をおいて外から
ビジョン委員会活動を応援して参りたいと思います。

来場者数倍増！！

絵本読みきかせ
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２年間を振り返って、エコパークあぼしで、ゴミ分別後最終焼却処理される工程を見学したり、家
電リサイクル工場の再生行程の見学で驚きと発見。現実は不法投棄されている家電製品は少なく
ない。とても残念に思います。ゴミの分別啓発活動、夢前川ゴミ収集活動、県花の「のじぎく」の育
成など出来る活動は今後も続けていきたい。

自然豊かな中播磨部会自然豊かな中播磨部会

西奥部会長 ２年間の感想

今回も来場者にゴミ分別廃棄の必要性について啓発活動を行いましたが、リサイ
クル工場見学や講座で学んだ事をいかして、次の２点を見直しました。

分別した「割り箸」は、乾燥させて「王子ホールディ
ング」に送りました。天候が悪かったので来場人数も
例年より少なく、回収出来た「割り箸」も少なかったで
すが、達成感で終わることが出来ました。これからも
ボランティアの皆さんと共に活動を続けて行きたいと
思いました。

「第21回、22回 ひめじ国際交流フェスティバル」にボランティアとして参加

安全安心部会での活動は「防災」「医療・介護・福祉」の2大分野をテーマに活動をしました。
体力測定会や防災講座・救命体験、防災プラザの施設見学など学びの多い充実した時間を過ご
せました。2年目の冬には「安全・安心フォーラム」と称し、日々の生活を安全・安心に過ごせるよう
に講義を聴講、参加者同士で意見交換をする考える場を設けました。
2年間の活動を終えて、諸先輩方から多くのことを学ばせてもらいました。今後は地域毎の課題

や取り組み方法など焦点化した活動ができればと思います。

安全安心中播磨部会安全安心中播磨部会

○ 体力測定会と防災講座の開催　　　　勝原地区、御国野地区
○ 中播磨地域活動交流メッセで出展　　減災グッズの展示、ＡＥＤ講習
○ 安全安心フォーラムの開催

「みんなで地域の防災を考えよう」　～高齢者・障害者支援の視点から～
開催　平成30年１月20日（土）
講演　「インクルーシブ防災・減災」～支援者としてできること～
　　　「姫路市の地域包括ケアシステム構築の取組」～生活支援の活動について～
ワークショップテーマ　「災害弱者に対してできること、災害時にできること」

２年間の活動の締めに、「安全安心フォーラム」を開催しました。高齢者などの支援に携わる方を中心に、現場で災
害が起きた時にどう行動したらいいか、災害前に何に気を付けたらいいか、どんなことが普段からできるかなど講演
の後、グループワークで話し合っていただきました。コミュニティの大切さ、普段減災対策としてできることなどをみ
んなで共有できました。
２年間有意義な活動ができたのではないかと思います。

主な活動

立石部会長 ２年間の感想

「循環」と「つながり」をテーマに環境美化活動や自然環境の保全意識の向上をとおして、人
と自然が共生する地域づくりに取り組みました。

○ 船場川周辺の環境調査
○ 夢前川清掃活動
○ 家電リサイクル工場見学（パナソニックエコテクノロジーセンター(株)）

平成２８年度の主な活動

○ のじぎくプランター植栽
○ エコパークあぼし見学会及びリサイクル講座
○ お城をいろどる花と樹をめぐる会

平成２９年度の主な活動

　２年間の安全安心部会の活動の中心は、地域での体力測定の開催でした。
　今回は、体力測定に加えて、災害の備えについての防災講座や、測定結果によって普段ど
んな運動を取り入れたらより健康を維持できるかなどの説明を行いました。結果だけではなく、
定期的な体力測定の意味と日常の運動の取り入れ方、また、防災に関する意識も少しもって
いただけたのではないかと思います。

①ゴミ回収かごの表示を、姫路市「一般家庭用クリーンカレンダー」の記載に
変更
②「割り箸」を可燃ゴミとして処理していたが、紙原料としてリサイクル
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元気交流中播磨部会（食と交流グループ）元気交流中播磨部会（食と交流グループ）元気交流中播磨部会（歴史・文化・未来グループ）元気交流中播磨部会（歴史・文化・未来グループ）

大島グループリーダー ２年間の感想私が所属した元気交流中播磨部会 歴史・文化・未来チームのテーマは「中播磨の歴史・文化を
未来に遺す」こと。そのために、地元の方の案内で再発見した「銀の馬車道」沿線の魅力を未来
に伝えるオリジナルの動画を、委員の言葉と声と写真で制作しました。

また、「銀の馬車道・鉱石の道」が日本遺産に認定され、活動にも自然と熱がこもりました。
初めての地域ビジョン委員で部会長を任せていただき不安もありましたが、諸先輩方の溢れ

る地元愛を支えに、楽しく任期を全うすることができました。ありがとうございました。

酒井グループリーダー ２年間の感想

わたしたちのグループは、「銀の馬車道」沿線を中心とした各地の歴史や文化を調査し、その
大切な資産を未来を担う子どもたちにつなぐことを目的として、活動を展開してきました。

○ 現地調査［姫路（船津・山田地区、飾磨地区）、福崎地区、市川地区、神河地区、生野地区、夢前地区］
現地の有識者の方々に温かいサポートをいただき、視察やレクチャーを行うことで、これまで一般的に知られてい

なかった知見や資源に接することができ、たいへん貴重な学びと体験を得ることができました。

○ 『銀の馬車道  語り部たち～歴史・文化を未来に繋ぐマップ』の作成
現地調査での成果を、できるだけ解りやすく誰でもどこでも自由に参照できる、デジタルコンテンツとして編集しま

した。ナレーション付きでできあがった作品は、地域ＳＮＳ「ひょこむ」に登録することでＱＲコードがつけられて、これ
をスマホなどでスキャンすると、どこでも動画で説明ムービーを観賞することができます。

成果の活用事例として、このコードを印刷したマップ『銀の馬車道  語り部たち～歴史・文化を未来に繋ぐマップ』を
作成しました。地図上で仮想的にガイド付きの名所巡りができるものになっています。直接現地の説明ボードにコード
が貼り付けられたり、どんどんと新しいコンテンツが追加されるようになれば、子どもたちに地域をつなぐ一助になる
かも知れません。 

中播磨ビジョン委員会の食と交流グループは、中播磨地域の海や山の豊富な特産（食材）につ
いて生産現場を訪問し、体験や学習を通して得た魅力をフェイスブックを活用するなど地域内
外の人々に伝える活動を行いました。

○ 姫路とれとれ市場見学会（妻鹿漁港）
○ ファーマーズヤード見学会（夢前町）

鈴木広史氏が運営するファーマーズヤードを訪問し、ユニークな野菜づくりについてお話をききました。化学肥
料、農薬は一切使わない有機栽培。野菜を大きく育てるのではなく、小さく作る逆転の発想が基本理念と語られ
た。作物の育て方も肥料、水はやりすぎないなど驚くことばかりでした。代表はフラワーデザイナーの技術を野菜
にいかしてみたらどうか？と仲間からのアドバイスで野菜のブーケやアレンジを始めたと語られた。野菜で結婚式
やパーティーを盛り上げていきたい。生まれ育ったふるさと夢前から‥と熱く語られた。

○ 但馬夢テーブル委員・食グループとの交流会
但馬高原植物園で田丸明人代表取締役から但馬牛について話を伺いました。えさは野菜など

捨ててしまいがちなものほど栄養があることを知り、取り入れています。また、ストレスを与えな
い環境で育てているそうです。その後、香住漁港で但馬漁業協同組合の村瀬春好組合長から松
葉がにに関する話を伺いました。「かにしょう油」の開発秘話を伺いながら、かにしょう油のご飯
とかに味噌の試食をしました。但馬夢テーブル委員と中播磨ビジョン委員の交流をこれからも続
けていきたいと思いました。

平成29年度の主な活動

○ 大津区官兵衛町 姫路れんこん収穫体験
○ 中播磨地域活動交流メッセ 
　 「れんこんとひね鶏の炊き込みご飯」提供
○ やすとみゆず工房（安富ゆず組合）見学　
○ 家島・坊勢 とれとれ魚料理交流会

平成28年度の主な活動
平成28年度の主な活動

生野地区生野地区

市川地区

「中播磨地域活動交流メッセ」で
提供するご飯を試作

やすとみゆず工房

かにしょう油かにしょう油

市川地区

夢前地区夢前地区

福崎地区 福崎地区

ナレーション付動画

市川 福崎

2年の活動は、あっというまに過ぎました。中播磨地域が生み出す様々な食材の産地を訪れ、生
産者の方々のれんこんやゆずなどの特産品づくりへの熱意をお伺いし、ＳＮＳ等で情報発信する
ことにより、その思いを中播磨内外の人々に伝える一助となったとグループ一同自負しておりま
す。次期のビジョン委員会にも参加し、中播磨地域で活動する生産者を訪ね、その魅力を地域に
留らず、広く兵庫県内、全国に伝える活動をしたいものです。
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とかに味噌の試食をしました。但馬夢テーブル委員と中播磨ビジョン委員の交流をこれからも続
けていきたいと思いました。

平成29年度の主な活動

○ 大津区官兵衛町 姫路れんこん収穫体験
○ 中播磨地域活動交流メッセ 
　 「れんこんとひね鶏の炊き込みご飯」提供
○ やすとみゆず工房（安富ゆず組合）見学　
○ 家島・坊勢 とれとれ魚料理交流会

平成28年度の主な活動
平成28年度の主な活動

生野地区生野地区

市川地区

「中播磨地域活動交流メッセ」で
提供するご飯を試作

やすとみゆず工房

かにしょう油かにしょう油

市川地区

夢前地区夢前地区

福崎地区 福崎地区

ナレーション付動画

市川 福崎

2年の活動は、あっというまに過ぎました。中播磨地域が生み出す様々な食材の産地を訪れ、生
産者の方々のれんこんやゆずなどの特産品づくりへの熱意をお伺いし、ＳＮＳ等で情報発信する
ことにより、その思いを中播磨内外の人々に伝える一助となったとグループ一同自負しておりま
す。次期のビジョン委員会にも参加し、中播磨地域で活動する生産者を訪ね、その魅力を地域に
留らず、広く兵庫県内、全国に伝える活動をしたいものです。
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問い合わせ先（電話番号）イベント名 開催場所 開催日

中播磨イベント情報中播磨イベント情報

姫路城夜桜会

第３３回 姫路城観桜会

第１２回 民俗辻広場まつり

桜祭り

越知川名水街道  春物語

第２回 市川町ゴルフまつり

書写山新緑まつり

第６９回 姫路お城まつり

姫路ゆかたまつり

ほたる祭り

越知川名水街道  夏物語

市川まつり

第４５回 福崎夏まつり

姫路城西の丸庭園

姫路城三の丸広場

福崎町第一グランド周辺

かみかわ桜の山  桜華園

越知川名水街道

市川ゴルフ

書写山圓教寺

大手前公園、姫路城三の丸広場他

長壁神社、城内公園周辺、商店街

新田ふるさと村（神河町）

越知川名水街道

市川町文化センター

福崎町立福崎東中学校

姫路城管理事務所

姫路城イベント実行委員会

福崎町役場地域振興課

桜華園管理組合（※開園期間中）

神河町観光協会

市川町地域振興課

姫路市観光振興課

姫路お城まつり奉賛会

姫路ゆかたまつり振興協議会

新田ふるさと村

神河町観光協会

市川町総務課

福崎町役場地域振興課

４月３日～８日

4月7日

4月7日

４月７日・８日

4月15日

4月21日

５月３日～６日

５月１１日～１３日

６月２２日～２４日

6月30日

7月1日

7月25日

8月9日

079－285－1146

079－240－6023

0790－22－0560

0790－32－2299

0790－34－1001

0790－26－1015

079－287－3652

079－287－3652

079－287－3652

0790－33－0870

0790－34－1001

0790－26－1010

0790－22－0560

みんなでビジョンの実現状況を確かめよう

ーフォローアップ指標ー
地域ビジョン4つの“夢”に沿った34項目で、ビジョンの進捗状況をチェックします。住民のみなさんに地域課題や生活の実感等を尋ね

る「兵庫の豊かさ指標」県民意識調査の結果などを活用。実感（主観）を重視した指標です。
これまで、多くの項目で前年度を上回ったこともあり、今回の調査では、全体の約２／３の項目が下降しました。
中播磨地域の特徴は、昨年度から下降した項目もありますが「観光などの訪問客が増えている」、「自慢したい地域の「宝」がある」、「優れた製品・技
術・ブランド力を持った企業がある」の元気交流中播磨の３項目が、県下で１番です。

ビジョンを実現する地域の力を
測る「ものさし」です。
みんなで一緒に点検・
評価していきましょう。

４つの“夢” 県民意識調査等指標群（主な項目） H２９ 前年と
の比較

希望が育つ中播磨
子供が元気に育つ、
つながりのある地域

安全安心中播磨
みんなが安心して
暮らせる地域

自然豊かな中播磨
自然環境の営みを
大切にする地域

元気交流中播磨
にぎわいと交流の
元気な地域

住んでいる地域は子育てがしやすいと思う人の割合
住んでいる地域の子どもは伸び伸びと育っていると思う人の割合
住んでいる地域で、異なる世代の人とつきあいがある人の割合
目的をもって学んでいるものがある人の割合
異なる世代の人が集える地域交流の場がたくさんあると思う人の割合
住んでいる地域は高齢者にも暮らしやすいと思う人の割合
かかりつけの医者がいる人の割合
住んでいる地域で災害に備えた話し合いや訓練に参加している人の割合
ごみの分別やリサイクルに取り組んでいる人の割合
製品を購入する際に、環境に配慮したものを選んでいる人の割合
住んでいる市・町では、自然の生き物（動物・植物）とふれあう機会があると思う人の割合
地元や県内でとれた農林水産物を買っている人の割合
住んでいる市・町に観光などの訪問客が増えていると思う人の割合
自慢したい地域の「宝」（風景や産物、文化など）があると思う人の割合
銀の馬車道など地域の資源を大切にし、歴史や文化を子どもたちに伝える取組に
参加したいと思う人の割合
優れた製品・技術・ブランド力を持った企業があることを知っている人の割合

53.6%
60.9%
54.2%
41.4%
29.2%
50.0%
75.5%
27.1%
88.0%
56.8%
36.5%
69.8%
63.9%
68.1%

23.2%

43.8%


